
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

位 置 図

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１９ 北関関連４池完成

Ｈ２３ Ｂ２池完成

Ｈ２４ Ｃ池用地買収完了

Ｈ２５

Ｂ１池完成

Ｃ池埋蔵文化財調査

Ｅ池用地買収着手

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況(H21)
(進捗率)

事 業 費
８，９４０百万円 ７，２７４百万円

（８１．４％）

５，３３９百万円

(５９．７％)

用地買収
２４１，８００ｍ2 ２１０，９００ｍ2

(８７．２％)

１１５，９００ｍ2

(４７．９％)

計画箇所
８池 ６池

(７５．０％)

４池

(５０．０％)

事 業 場 所
おおたし きたかないちょう かさがけちょう

太田市北金井町、みどり市笠懸町 外

区 分 今回 前回（Ｈ２１）再評価時

全 体 事 業 費 ８，９４０百万円 ８，９４０百万円

全体事業費増減の理由 － －

事 業 期 間 Ｈ１２～Ｈ２８ Ｈ１２～Ｈ２８

事 業 内 容
調節池 ８池

調節容量 ３０４，０００m３(８池合計)
確率規模 １／３０

調節池 ８池

調節容量 ３０４，０００m３(８池合計)
確率規模 １／３０

石田川流域は、都市化が進む中、河川の流下能力の不足や地
域排水対策の遅れからたびたび浸水被害が生じている。
また、上流域には北関東自動車道の整備により住宅等の開発
が進み、流域からの流出増が見込まれる状況にある。
このため、下流域の石田川や各支川で進めてきた河道改修に
加えて、一級河川の無い上流に流域からの洪水を一時的に貯留
し、下流河道への洪水量を軽減するための調節池を整備すること
で、流域全体の治水安全度を高めることを目的としている。

第３号議案
社会資本総合整備交付金（河川改修）

一級河川石田川 太田市･みどり市

着工年度

評価理由

平成１２年度

再評価後５年経過

資料-３

大川 （太田市泉町）
平成10年8月・出水状況

石田川 （太田市新田下田中町）

平成10年9月・出水状況

A池

事業位置

みどり市

B1池

B2池

B3池
B4池

D池

C池

石田川

大川

蛇川

高寺川

聖川

八瀬川

E池

太田市

いしだがわ おおたし

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ
整備済

整備中



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

（凡例）
整備中
整備済
出水状況写真

北関東自動車道開通(平成２０年３月)
にあわせ関連整備は完了

Ｃ池

Ａ池

Ｂ１池

Ｂ２池

Ｂ３池
Ｂ４池 Ｄ池

Ｅ池

標準横断図

整備内容

調節池 ８池

調節容量V=304,000ｍ3 （８池合計）

【A池】（H19整備完） 【B3池】（H19整備完） 【B4池】（H19整備完） 【D池】（H19整備完）

【C池】 (工事中)【B2池】（H23整備完） 【B1池】（H25整備完） 【E池】（用地買収中）

平成２３年度完了

平成２４年度完了

２

１



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

計画・前回再評価時 今 回 再 評 価 時 備考便益説明

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル
治水経済調査マニュアル(案）

平成１７年４月

治水経済調査マニュアル(案）
平成１７年４月

基 準 年 平成２０年 平成２５年

区 分 項 目 現 在 価 値 構成比 現 在 価 値 構成比

費 用

(千円 )

工 事 費 8,403,357 92.3％ 8,936,525 91.3％

維 持 管 理 費 701,663 7.7％ 853,688 8.7％

費 用 合 計 ( C ) 9,105,020 9,790,213

便 益

(千円 )

一 般 資 産 被 害 軽 減 便 益 ① 4,805,949 34.2％ 5,877,688 34.1％

氾濫面積

Ａ＝１，６１４ｈａ

浸水戸数

Ｎ＝５，１９８戸

農 作 物 被 害 軽 減 便 益 ② 90,848 0.7％ 106,745 0.6％

公共土木施設等被害軽減便益③ 8,136,202 57.8％ 9,967,022 57.9％

営 業 停 止 被 害 軽 減 便 益 ④ 285,011 2.0％ 305,570 1.8％

応 急 対 策 費 用 軽 減 便 益 ⑤ 214,385 1.5％ 408,645 2.4％

残 存 価 値 ⑥ 541,333 3.8％ 546,757 3.2％

便 益 合 計 ( B ) 14,073,728 17,212,427

費 用 対 効 果 分 析 ( B / C ) １．55 １．76

調節池が完成した地区では、雨水を調節池で一時的に貯留することで下流への流出を軽減し
ており、十分な整備効果が発揮されている。

流域全体を見据えた治水対策の手段としては、上流域の調節池と下流域での河道拡幅を一
体的に整備することで効果の早期発現を図ることができる現計画が、最良の方法と考えられる。

石田川流域では、現在でも豪雨等による浸水被害がたびたび発生している状況である。
また、北関東自動車道の全線開通等による開発が今後も見込まれる地域であり、一級河川の
無い上流域での一時貯留の流出先として、調節池事業の必要性は引き続き高い。

Ｃ池下流
太田市薮塚町

平成14年7月台風6号

【B-3池】

降雨時

大雨による出水状況

Ｃ池上流
みどり市笠懸町
平成12年7月豪雨

１ ２

平成25年10月
台風26号



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

８箇所合計で面積２４ｈａ、容量３０万ｍ３の調節池を整備する大規模な事業で
あるため、元々長期計画となっている。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

本事業は、北関東自動車道が整備され、今後も開発が見込まれる地域にお
いて調節池の整備を進めているものであり、既に完成した６池において下流へ
の流出軽減が図られている。

残る２池のうち、Ｃ池はＨ２４年度に用地買収を完了し、Ｈ２６年度から工事に
着手している。

また、Ｅ池はＨ２５年度から用地買収に着手しており、Ｈ２８年度の完成に向
けて重点的に事業進捗を図りたい。

本調節池事業は、流域全体の浸水被害軽減の観点から事業の必要性・重
要性は高く、早期の効果発現を図ることができることから、事業継続が妥当で
ある。


